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【乱世だからこそ面白い】

■参院選の自民党惨敗を受けて橋本さんの退陣。そして小渕内閣が誕生し

ましたが、株安円安のままで、上ってほしくない失業率だけは史上最高で

す。私たちのまわりでも勤めていた会社のリストラと倒産で職探しの人が

増えています。離婚した女性たちは、以前から、2っ3っのパートを掛け持

ちするのはザラでしたが、最近、ダブルパート（2っのパート職につく）が

広がっています。夫が失業し、若くないため再就職先が見つからず、妻が

パートに出たが、せいぜい時給800円や900円ではやっていけず、夕方か

らは別の仕事につく。でも、どちらも正社員ではないので、長時間働いて

も大きな収入にはなりません。

■好況の時は、たとえパートで入社しても正社員に登用されるケースは

多々ありました。ハンドの人たちは、能力もガッツもあったからです。

又、幼い子どもがいても、能力があれば採用されたのに、この不況下では、

あらゆることがハンデになるようです。でも、あきらめてはいけません。

日本の一等地のビルや土地を外国資本が買い漁り、日本人の貯蓄はどんど

ん外国に流れ、長期に渡る低金利のせいで国富が目減りするという、まさ

に敗戦後のような状況の今だから、新しい業が興るチャンスがあるので

す。東大・大蔵省・財閥系大企業優先の社会は崩れ始めています。下剋上

の世の中、乱世になってきたのです。右肩上りの穏やかな社会で、社会通

念を守って生きてきた人々には辛い世になるかもしれません。でも、あえ

て、離婚を選んだ女性たちなら、乱世こそ、力を発揮できるのではないで

しょうか。発想を変えましょう。自分の力を信じ、情報をつかみ、緻密な

計画を立て、乱世だからこそ面白い人生を送ろうではないですか。

　　　　　　　　　　　　ノ〆囎＼　　　　　　　　（円より子）

第182号　600円　禁無断転載

【発行日】1998年9月1日

【発行所】現代家族問題研究所

【連絡先】〒150一　OOO1東京

渋谷区神宮前6－34－3－20
TEL　＆　FAXO3　一　5512　一　273

ホームベージ　http：／／www．皿adoka．　nu

【発行・編集人】　円　より子

【スタッフ】向井通江　星野美

【印刷】㈱日出島

p
p
“

海を渡る鳥は、波間を漂う流

木に憩うという。離婚一それ

は旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちは

いま手をとりあい、女である

がゆえの偏見と差別に向きあ

う。ハンド・イン・ハンドは

生きやすい社会をめざし、支

えあう女たちの流木である。
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は旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちは

いま手をとりあい、女である

がゆえの偏見と差別に向きあ

う。ハンド・イン・ハンドは

生きやすい社会をめざし、支

えあう女たちの流木である。
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「
こ
れ
は
お
か
し
い
そ
」
大
募
集
1
1
“

ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
、
生
き
や
す
い
社
会
に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
円
よ
り
子

　
前
号
の
事
務
局
便
り
に
も
書
き
ま
し

た
が
、
職
業
訓
練
校
に
入
る
時
に
今
ま

で
は
保
証
人
が
必
要
で
し
た
。

　
離
婚
女
性
が
経
済
的
自
立
を
図
る
た

め
職
業
訓
練
校
に
入
校
し
よ
う
と
思
っ

て
も
夫
も
い
な
い
、
親
も
い
な
い
、
ま

た
兄
弟
に
も
頼
め
な
い
と
、
保
証
人
が

ネ
ッ
ク
に
な
り
、
困
っ
て
い
る
と
い
う

相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
ん

な
も
の
が
必
要
な
の
か
と
思
い
な
が
ら
、

何
度
か
保
証
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
会
議
員
に
な
っ
て
か
ら
労
働
省
に

問
い
合
わ
せ
て
も
そ
ん
な
指
示
は
し
て

い
な
い
と
言
う
ば
か
り
で
し
た
が
、
よ

う
や
く
昭
和
3
7
年
の
職
業
訓
練
一
指
導

課
長
通
達
で
「
職
業
訓
練
所
訓
練
生
心

得
参
考
事
例
」
を
示
し
、
全
国
の
職
業

訓
練
所
に
訓
練
生
心
得
を
作
成
さ
せ
た

こ
と
が
判
明
。
当
時
は
中
卒
で
訓
練
を

受
け
る
生
徒
が
多
く
、
保
護
者
に
保
証

人
を
頼
む
必
要
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　
日
本
で
は
女
性
の
場
合
、
銀
行
で
お

金
を
借
り
る
時
や
住
宅
を
借
り
る
時
に

も
保
証
人
が
必
要
で
、
女
性
と
い
う
だ

け
で
、
社
会
的
、
経
済
的
活
動
が
阻
ま

れ
る
し
く
み
が
あ
り
ま
す
。
労
働
省
担

当
課
は
私
の
指
摘
を
受
け
、
通
達
で
未

成
年
等
以
外
の
訓
練
生
の
保
証
人
を
不

要
に
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
3
6
年
前
の
通
達
が
未
だ
に

生
き
て
い
る
。
通
達
の
見
直
し
を
し
て

い
な
い
こ
と
に
あ
き
れ
ま
す
。
担
当
課

長
が
良
心
的
な
人
だ
と
し
て
も
、
実
際

に
不
都
合
を
経
験
し
た
り
、
問
題
意
識

を
持
っ
て
い
な
い
と
変
え
よ
う
と
し
な

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
お
か
し

い
と
い
う
声
が
届
き
に
く
い
行
政
に
怒

り
あ
き
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
6
月
2
4

日
に
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
告
示
さ
れ
、
8
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
一
部
支
給
の
所
得
制
限
は
収
入
額

4
0
7
・
8
（
所
得
額
2
7
2
・
2
）
万

円
で
し
た
が
、
収
入
額
3
0
0
（
所
得

額
1
9
2
）
万
円
に
大
幅
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
定
に
よ
っ
て
、
ハ

ン
ド
で
も
受
給
で
き
な
く
な
る
人
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
、
各
都
道
府

県
が
実
施
し
て
い
る
医
療
費
の
助
成
や

そ
の
他
の
助
成
も
連
動
し
て
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
既
に
各
地
で
も
こ
の
改
定
に
反
対
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
て
、
東
京
の
小
金

井
市
を
始
め
、
福
岡
で
は
福
岡
市
や
久

留
米
市
、
大
牟
田
市
、
志
免
町
、
そ
し

て
福
岡
県
議
会
で
も
、
国
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
8
月
に
現
況
届
を
出
す
時
に
、
初
め

て
知
り
、
手
当
の
対
象
か
ら
外
れ
、
途

方
に
暮
れ
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
請

願
の
署
名
活
動
等
を
行
い
、
皆
さ
ん
の

声
を
集
め
、
政
府
に
見
直
し
を
求
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
は
お
か
し
い
そ
」
と
思
っ
た
ら
、

ど
ん
ど
ん
表
記
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

下
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
）
。
担

当
省
庁
に
問
い
合
わ
せ
、
調
べ
ま
す
。
通

達
等
、
す
ぐ
変
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
お
か
し
い
と
気
づ
い
た
時
に
お
か
し

い
と
声
を
出
し
、
生
き
や
す
い
、
ジ
ェ
・

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
社
会
に
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

管発第17号
平成10年5月29日

都道府県職業能力開発主管部（局）長　殿

　　　　　　　　　　労働省職業能力開発局

　　　　　　　　　　　　　管　理課長

公共職業能力開発施設への入校に

当たっての誓約書の提出について

　標記については、昭和37年3月27日付け指発

祥29号「公共職業訓練における訓練生の規律保

持について」の「職業訓練所訓練生心得参考事

例」により、その運用をお願いしているところ

であるが、多くの公共職業能力開発施設におい

ては、誓約書を提出する際に、入校（予定）者一

律に保証人の連署を求めるなど、保証人を求め

る趣旨に照らして、適正な運用がなされていな

いケースが見られる。

　ついては、公共職業能力開発施設への入校時

の誓約書の提出に当たっては、保証人の連署を

求める入校（予定）者の範囲を、未成年者等在

校中の損害賠償の責を本人のみに負わせること

が適当でない者に限るなど、適正な運用が行わ

れるよう特段のご配意をお願いする。

児童扶養手当所得制限の限度額

　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

本　　　　人扶　養

e族等

ﾌ　数
全部支給 一部支給
　　　1茁?z1所得額 　　　「茁?z1所得額

平
成
　
1
0
年

0
　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5

　　　I戟C108，000；458，000

@　　3
Q，048，0001904，000

@　　3
Q，651，00011，326，000

@　　3
R，254，00011，748，000

@　　：
R，825，00012，170，000

@　　3S，353，00012，592，000　　　1

　　　1Q，457，000；1，540，000

@　　；
R，000，000ほ．920，000

@　　3
R，543，00012，300，000

@　　：
S，025，00012，680，000

@　　「
S，500，00013，060，000

@　　：S，975，00013，440，000　　　幽

（2）
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昨
年
か
ら
、
山
一
証
券
、
拓
銀
等

の
大
手
企
業
だ
け
で
な
く
、
銀
行
の

貸
し
渋
り
に
よ
る
中
小
企
業
の
黒
字

倒
産
も
続
出
し
、
経
済
企
画
庁
長
官

で
さ
え
も
、
「
日
本
列
島
総
不
況
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
述
べ
る

程
、
低
迷
状
態
が
長
引
い
て
い
ま
す
。

六
月
の
労
働
力
調
査
（
総
務
庁
）
で
は
、

完
全
失
業
者
は
二
八
四
万
人
と
前
年

同
月
に
比
べ
五
五
万
人
増
加
し
、
完

全
失
業
率
は
四
・
三
％
と
、
比
較
可

能
な
昭
和
二
八
年
以
降
最
高
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
女
性
の
就
職
難
は
厳
し
く
、

皆
さ
ん
も
正
規
の
職
に
就
け
ず
パ
ー

ト
を
掛
け
持
ち
し
た
り
、
パ
ー
ト
に

格
下
げ
さ
れ
た
り
と
、
影
響
を
受
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
上
、
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限

引
き
下
げ
で
受
給
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
医
療
費
の
助
成
も
受
け
ら
れ
な

く
な
る
な
ど
、
過
酷
な
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
会
員
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
の
声
を
政
府
に
届
け
る
た

め
、
緊
急
調
査
を
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
表
記
事
務
所
へ

F
A
X
か
郵
送
下
さ
い
。
次
号
で
結

果
報
告
も
し
ま
す
。

緊
急
不
況
対
策
生
活
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
下
さ
い

以下の質問にお答え下さい。　0内には具体的な数字や事柄を記入し、選択肢のある設問には該当する箇所に○をお付

け下さい（かつてひとり親家庭だった方もお書き下さい）。9月末までにお送り下さい。

1．あなたとあなたのご家族について伺います。

1．氏名　　　　　　　　　　　　　　　（記名が嫌な方は無記入でも結構です）　　2．性別　男・女

3．年齢歳4．居住地（　　都道府県　 郡市　 区町村）

5，現在一緒に暮らしている人はあなたを含めて何人いますか。またその方との関係を具体的に教えて下さい。

　（例：娘1人、父、母、恋人、本人一計5人）　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．ひとり親家庭になった理由は何ですか。

（1）別居中（結婚　　年、別居　　年、調停中・調停不成立・裁判中）

（2）離婚した（結婚　　年、離婚後　　年、形態は　①協議　②調停　③審判　④裁判

（3）非婚の母（　年前）　（4）死別（結婚　　年　　　年前死別）（5）その他（

7．お子さんは何人いらっしゃいますか。　（同居でない子も含めて）

　第1子　男・女　　歳　学齢　　　年（同居・別居）　　第3子　男・女　　歳　学齢

　第2子　男・女　　歳　学齢　　　年（同居・別居）　　第4子　男・女　　歳　学齢

ll．あなたの経済面について伺います。

1．働いていらっしゃいますか（仕事が2つ以上ある場合は全てお書き下さい）

年（同居・別居）

年（同居・別居）

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
（1）はい1）職種・内容、働き方、勤務時間、時給、月収（税込）等お書き下さい（働き方は①経営者、②管理職、③正社

　　　　R．④パート、⑤契約社員、⑥自営業手伝い、⑦自由業、⑧公務員⑨その他から番号を選んで下さい）。

職種・内容 働き方 勤務時間 時　給 月　収 賞　与

曜日～　　曜日　　　時～　　　時休日 円 円 円’年

曜日～　　曜日　　　時～　　　時休日 円 円 円’年

曜日～　　曜日　　　時～　　　時休日 円 円 円1年

（2）いいえ（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2．学歴は　　（1）あなた（　　　　　　　卒）　　（2）子の別れた親（　　　　　　　卒）

3．子どもの保育・教育費は1か月にどのくらい掛かりますか。（保育料、授業料、塾、おけいこ事等含）（

4．働いて得る以外の収入について（いくつでも、月額）

（1）児童扶養手当（　　　　円）　（2）生活保護（　　　　円）　（3）養育費（　　　　　円）

（4）年金（種類　　　　　　　　・　　　　　円）（5）親族の援助（　　　　円）（6）遺族年金（

（7）子の父の援助（　　　　円）（8）不動産収入（　　　円）（9）その他（　　　　　　円）

5．加入している健康保険は。（1）国保（2）組合（3）共済（4）船員（5）政府管掌（6）無・免除（7）その他（

円）

円ノ月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）無し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．加入している公的年金は。（1）国民年金（2）厚生年金（3）共済年金（4）国民年金基金（5）厚生年金基金（6）無・免除

　　　　　　　　　　　　　（7）その他（　　　　　　　　）

7．私的保険や年金に加入していますか。　（1）はい　（2）いいえ

（3）
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8．あなたのいま住んでいるのはどのような家ですか（1つだけ）。どのような間取りですか。

（1）持ち家（一戸建・マンション）（2）借家（一戸建・マンション）　（3）社宅・官舎　　（4）間借り（5）アパート

（6）親きょうだいの家・持ち家（7）公団・公営住宅（8）母子寮（9）その他（　　　　　　　　　　　）

　　間取り（　　　L・D・K、トイレ（有・共同・無）、風呂（有・共同・無））

9．持ち家のロrンの支払はありますか。（1）はい（月　　　　円　　残　　　年）（2）いいえ

10．　〔家賃を払っている方に〕家賃は1ケ月いくらですか。　　（　　　　　円／月）

11．現在の生活費はどの位ですか。（家賃、水光熱費、税金、保険料等含）　　（　　　　　円／月）

12．公共機関や社会福祉サービスで利用してよかったものがあれば記入して下さい。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

皿．不況の影響について伺います。

1。仕事について

（1）リストラで辞めさせられた　（2）正社員から、（契約社員・パート）に変えられた　（3）減俸　（4）昇給がない

（5）残業、休日出勤が増えた　（6）時間外手当が出なくなった　（7）住宅手当、扶養手当等、各種手当が出なくなった

（8）特に変わらない（9）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2．就職活動についての印象

（1）正社員の求人が減った　（2）年齢制限が増えた　（3＞労働条件が低くなった　（4）その他（　　　　　　　　　＞

3．養育費について

（1）約束通りある　（2）約束より高額　（3）約束より少額になった　（4）約束を守らず送ってこなくなった　（5）取り決め

もなく支払われない　（6）子どもが成人し支払は終わった　（7）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．支払われなくなったのは何故だと思いますか。　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5．支払われなくなったり、減額になった時、相手と話し合いましたか。（1）はい（2）いいえ（理由　　　　　　）

6．養育費は何に使っていますか　　（1）子どもの普段の生活費　　（2）教育費・稽古ごと　（3）将来の学資として積立

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）不意の出費　（5）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7．子どもは別れた親と会っていますか。（1）はい（頻度は　　　　　　　）（2）いいえ（理由　　　　　　　）

8．財産分与や慰謝料について

（1）約束通りある　（2）約束より高額　（3）約束より少額になった　（4）約束を守らず送ってこなくなった　（5）取り決め

もなく支払われない　（6）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

9．支払われなくなったのは何故だと思いますか。　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10．児童扶養手当は8月からももらえますか。

　（1）全額支給　（2）一部支給　（3）受給できなくなった　（4）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．児童扶養手当は何に使っていますか　（1）子どもの普段の生活費（2）教育費・稽古ごと（3）将来の学資として積立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）不意の出費　　（5）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12．医療費の助成等、8月から利用できなくなるサービスがありますか。

（1）ある（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　（2）ない

13．現在困っていることや悩みは何ですか。

（1）子どものこと（2）仕事・収入（3）住居（4）家事（5）健康（6）恋愛や再婚（7）差別・偏見（8）その他（　　　　）

（2）それはどのようなことですか（具体的に）。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．不況が生活や子どもとの関係等に影響を与えていると思いますか（具体的に）。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

15．どのような雇用、福祉制度、サービスが必要ですか。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

16．児童扶養手当改悪や、その他福祉や行政について、おかしいと思うことや意見があったらお書き下さい。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

17．その他、意見や感じていること等ありましたらお書き下さい（余白が足りなければ別紙等お書き下さい）。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力下さり、どうもありがとうございました。

（4）
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家
計
簿
a
鎖

鋸

第
1
1
7
回
　
栃
木
　
H
さ
ん

〔
家
族
構
成
〕

　
私
3
8
歳
（
施
設
職
員
）

　
長
女
　
1
3
歳
（
中
学
1
年
生
）

　
次
女
　
1
1
歳
（
小
学
5
年
生
）

〔
住
居
〕

　
4
D
K
（
公
営
住
宅
）

　
　
　
　
　
　
　
★

　
一
昨
年
の
1
0
月
に
、
当
時
小
学
5
年

と
3
年
の
娘
2
人
を
連
れ
て
離
婚
し
ま

し
た
。
事
業
に
失
敗
し
た
夫
か
ら
の
「
借

金
の
取
り
立
て
か
ら
お
前
達
を
守
り
た

い
」
と
い
う
一
方
的
な
理
由
で
し
た
。

　
当
然
慰
謝
料
も
養
育
費
も
あ
り
ま
せ

ん
。
結
婚
生
活
は
1
2
年
で
し
た
。
結
婚

し
て
1
年
目
は
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
ラ
ー
メ
ン
屋
に
始
ま

り
、
不
動
産
業
、
建
設
業
、
保
険
の
代

理
店
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
産

業
廃
棄
物
業
に
運
送
業
…
と
事
業
を
起

こ
す
と
潰
れ
る
と
い
う
状
態
で
、
常
に

お
金
に
不
自
由
し
、
子
ど
も
を
抱
え
、

パ
ー
ト
を
2
、
3
掛
け
持
ち
し
な
が
ら
過

ご
し
た
し
ん
ど
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

　
実
兄
の
結
婚
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
家

に
居
づ
ら
く
な
り
、
当
時
交
際
し
て
い

た
元
夫
と
、
性
格
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に

式
を
挙
げ
ま
し
た
。
元
夫
は
人
に
指
図

さ
れ
る
こ
と
が
嫌
い
で
、
山
師
っ
ぽ
い
ナ

ル
シ
ス
ト
。
「
1
番
大
切
な
人
は
誰
？
」
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
元
夫

は
顔
色
一
つ
変
え
ず
に
「
俺
が
1
番
好

き
だ
」
と
一
言
。
せ
め
て
「
子
ど
も
だ
！
」

位
は
言
っ
て
欲
し
か
っ
た
の
で
す
が
。

　
私
に
は
娘
2
人
を
こ
の
世
に
送
り
出

し
た
責
任
が
あ
り
ま
す
。
歯
を
喰
い
し

ば
っ
て
で
も
家
庭
を
守
っ
て
い
こ
う
と

覚
悟
し
て
い
た
の
で
、
夫
の
こ
と
は
夫

に
任
せ
、
夫
の
実
母
の
介
護
を
引
き
受

け
、
自
治
会
の
会
長
を
引
き
受
け
、
パ
ー

ト
も
掛
け
持
ち
。
実
際
別
れ
て
か
ら
の

方
が
楽
に
な
り
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
自
分
で
決
め
た
結
婚
だ
っ
た
の
で
、
離

婚
す
る
の
は
自
分
の
価
値
ま
で
も
否
定

し
て
し
ま
う
よ
う
で
カ
ッ
コ
つ
か
ず
、
ま

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
田
舎
町
で
暮
ら
し

て
い
く
に
は
世
間
体
も
あ
る
の
に
、
そ

れ
が
、
相
手
の
都
合
で
あ
っ
と
言
う
問

に
母
子
3
人
の
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
常
に
3
入
だ
っ
た
の
で
こ
れ

と
い
っ
て
変
わ
り
ば
え
し
ま
せ
ん
が
…
。

　
早
速
、
離
婚
す
る
半
年
前
に
勤
め
始

め
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
申
請
し
、

娘
2
人
を
私
の
扶
養
に
し
て
住
宅
手
当

と
扶
養
手
当
が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

り
、
公
営
住
宅
の
継
承
手
続
き
を
し
た

こ
と
で
、
家
賃
が
3
分
遅
一
に
減
額
さ

れ
、
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭

の
医
療
費
助
成
を
受
け
て
、
な
ん
と
か

人
並
み
の
生
活
が
送
れ
て
い
ま
す
。

　
時
々
子
ど
も
が
重
荷
に
な
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。
私
の
わ
ず
か
な
収
入
で
は

子
ど
も
達
に
満
足
な
生
活
を
送
ら
せ
て

あ
げ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
我
慢

さ
せ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
か
、
今
春
長
女
が
中
学
校
に
入

り
、
思
春
期
を
迎
え
た
の
か
気
分
に
む

ら
が
あ
り
、
小
学
4
年
で
発
症
し
た
慢

性
腎
疾
患
も
抱
え
て
、
母
親
と
し
て
ど

う
接
し
た
ら
い
い
の
か
と
、
思
案
に
く

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
下
の

娘
も
長
女
に
過
剰
に
気
を
遣
う
私
の
姿

に
嫉
妬
す
る
の
か
、
時
々
我
儘
に
な
っ

た
り
…
。
こ
の
ま
ま
何
も
か
も
捨
て
て

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
お
う
か
と
何

度
思
っ
た
こ
と
か
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
町
な
の
で
知
り
合
い

も
多
く
、
人
の
目
も
気
に
な
り
、
肩
身

が
狭
く
て
…
。
離
婚
間
も
な
い
頃
、
「
生

活
苦
か
ら
心
中
を
図
り
病
院
へ
運
ば
れ

た
」
、
「
売
春
を
し
て
い
る
」
等
、
噂
に
な

り
、
挙
げ
句
に
親
の
育
て
方
が
悪
い
か

ら
と
実
家
ま
で
批
判
さ
れ
た
り
、
開
き

直
れ
る
ま
で
1
年
以
上
か
か
り
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
今
大
切
な
も
の
は
仕
事

で
す
。
働
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
収
入
が

得
ら
れ
る
の
で
す
。
子
ど
も
の
学
校
や

自
治
会
の
行
事
よ
り
も
、
仕
事
を
優
先

さ
せ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
2
人
の
娘
に

対
し
て
、
親
と
し
て
の
義
務
と
責
任
が

あ
る
か
ら
で
す
。
私
の
健
康
と
私
が
仕

事
を
し
て
得
ら
れ
る
収
入
が
娘
2
人
を

成
長
さ
せ
、
私
自
身
も
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　　　　　家計簿内訳
　　　　（1998年7月分）

〔収　入〕

給料（手取り）　　　　　178，000円
児童扶養手当（2人分）　　46，390円
計

〔支　出〕

家賃

駐車料
食費

雑費（日用品）

電気
ガス

水道
新聞

電話

NHK（2ケ月分）
学資保険（長女）

学資保険（次女）

全労済
学校費（2人分）

自動車保険

長女のそろばん月謝
医療費（後で戻ってきます）

親子3人のリフレッシュ代

224，390円

21，100円

2，030円

45，000円

10，000円

6，149円

5，166円

4，389円

3，007円

4，882円

2，690円

10，366円

12，460円

5，695円

18，200円

5，800円

5，000円

4，650円

30，000円
計 196，584円

※残金は、翌月繰越し

（5）
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　　　■
親
子
仲
良
く
健
康
に
暮
ら
し
た
い

　
　
　
　
　
　
S
・
S
（
愛
知
・
姻
歳
）

　
ハ
ン
ド
に
入
っ
て
3
年
、
離
婚
し
て

2
年
2
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
6
年
余
り
何
度
も
別
れ
た
い
と
身
内

に
相
談
し
て
き
ま
し
た
が
、
3
人
の
子

ど
も
を
育
て
る
経
済
的
な
自
信
の
な
さ

や
子
ど
も
達
の
「
僕
た
ち
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
」
と
い
う
言
葉
と
世
間

体
に
気
持
ち
が
揺
れ
、
日
々
が
過
ぎ
て

行
き
ま
し
た
。
2
年
位
は
思
い
詰
め
図

書
館
に
行
っ
て
は
離
婚
に
関
す
る
本
ば

か
り
読
み
ハ
ン
ド
の
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
主
人
は
自
営
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

仕
事
に
全
く
関
係
の
な
い
所
へ
大
金
を

つ
ぎ
込
ん
だ
り
し
て
経
営
が
不
安
定
に

な
り
、
そ
の
う
ち
勝
手
に
手
形
用
紙
を

持
ち
出
し
流
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
問

い
つ
め
る
私
に
殴
る
蹴
る
、
物
を
ぶ
つ

け
る
よ
う
に
。
電
話
も
都
合
の
悪
い
相

手
に
は
出
ず
、
私
が
間
に
入
り
、
オ
ロ

オ
ロ
と
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
女
性
を
住
ま
わ
せ
て
い
た
家
賃

の
未
納
の
件
で
弁
護
士
か
ら
書
類
が
来

露
難
縫
辮
W
…
血

て
も
放
っ
た
ら
か
し
で
、
愛
人
を
作
っ

た
と
い
う
腹
立
た
し
さ
よ
り
、
自
分
で

何
も
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
無
責
任
さ

に
情
け
な
い
思
い
で
し
た
。

　
子
ど
も
達
も
、
い
つ
怒
り
出
す
か
わ

か
ら
な
い
父
親
の
顔
色
ば
か
り
伺
っ
て

い
ま
し
た
。
家
を
出
る
直
前
は
暴
力
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
ぶ
つ
殺
し
て
や
る

と
首
を
絞
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
別

れ
よ
う
と
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。
慰
謝

料
や
養
育
費
の
話
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
。
4
月
に
市
営
住
宅
が
当
た
っ

た
の
で
、
母
子
寮
を
出
て
転
居
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
も
、
長
男
は
高
校
を
卒

業
後
、
会
社
の
寮
に
入
り
親
元
を
巣
立

っ
て
行
き
ま
し
た
。
次
男
蛙
局
校
生
に
、

長
女
は
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
母
子

寮
で
は
1
8
歳
に
な
っ
た
長
男
を
部
屋
に

入
れ
る
こ
と
も
で
き
ず
寂
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
が
、
転
居
し
て
か
ら
は
時
々

夕
飯
を
食
べ
に
来
ま
す
。

　
次
男
が
再
来
年
大
学
進
学
を
希
望
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
時
は
助
け
て
欲
し

い
と
夫
に
言
う
と
「
ち
ゃ
ん
と
考
え
て

…
・
出
版
物
紹
介
…

★
「
マ
マ
の
離
婚
」
（
ち
く
ま
文
庫
）

　
　
　
　
　
1
9
9
5
年
、
5
4
0
円

両
親
の
不
和
、
別
居
、
離
婚
に
悩
み
傷

つ
く
子
ど
も
達
の
つ
ぶ
や
き
を
通
し

て
、
家
族
の
あ
り
か
た
を
見
つ
め
直
す
。

ぐマの離嬬璽
融勧子

悔

無

嚇奪驚蝦

★
「
子
ど
も
の
た
め
の
離
婚
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
斐
閣
選
書
）

　
　
　
　
1
9
9
2
年
、
2
1
0
0
円

子
ど
も
の
心
身
の
健
全
な
成
長
と
幸
福

を
保
障
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
離

婚
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
離
婚

後
の
生
活
に
つ
い
て
法
制
度
、
経
済
面
、

精
神
面
な
ど
多
角
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

蓬灘畷黒灰

離婚講座
　　㎜膨叢轡撫響

望器薄鍋

麟
響

ホ

★
ハ
ン
ド
・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
紹
介

●
母
と
子
の
関
わ
り
、
離
婚
と
子
ど
も

第
7
3
号
子
ど
も
の
絵
を
診
断
す
る

第
9
0
号
離
婚
と
子
ど
も
1
子
ど
も
に

　
親
を
ど
う
認
識
さ
せ
る
か
1

第
1
1
0
　
子
供
と
し
っ
か
り
向
き
あ

　
っ
て
い
ま
す
か
1
生
活
時
間
を
考
え

　
て
み
よ
う
1

第
1
1
3
・
1
1
4
号
合
併
号
　
エ
ゴ

　
グ
ラ
ム
と
描
画
テ
ス
ト

第
1
2
1
号
　
お
母
さ
ん
が
変
わ
る
と

．
子
ど
も
が
変
わ
る
ー
エ
ゴ
グ
ラ
ム
と

　
描
画
テ
ス
ト
ー

第
1
5
3
号
離
婚
と
家
庭
内
離
婚
の

　
子
ど
も
へ
及
ぼ
す
心
理
的
影
響

第
1
5
4
号
　
思
春
期
の
子
ど
も
と
夫

　
婦
の
不
和

第
1
5
8
号
離
婚
・
再
婚
と
子
ど
も

　
の
心
理

　
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
希
望
者
は
宛
名
を

書
い
た
返
信
用
封
筒
と
8
0
円
切
手
（
郵

送
分
と
コ
ピ
ー
代
1
部
8
0
円
）
を
同
封

の
上
、
希
望
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
明
記
し

て
表
記
事
務
所
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

　
ま
た
悩
ん
で
い
る
友
人
に
配
り
た
い

等
、
余
分
に
会
報
が
欲
し
い
方
も
ご
連

絡
下
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。
地
域
の
図

書
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー
等
に
も
会
報
や

記
念
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
置
い
て
も
ら
え

る
よ
う
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

（8）
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の
申
請
を
し
ま
し
た
。
住
民
票
も
移
動

し
て
い
な
い
の
で
、
働
く
の
に
も
問
題

が
あ
る
よ
う
で
す
。
夫
か
ら
妹
の
所
に

電
話
が
あ
り
、
「
見
つ
け
た
ら
『
か
た
わ
』

位
じ
ゃ
す
ま
さ
な
い
。
ど
ん
な
手
を
使

っ
て
も
必
ず
探
し
出
す
。
離
婚
す
る
な

ら
下
の
子
ど
も
2
人
の
親
権
は
絶
対
渡

さ
な
い
」
と
言
い
、
私
に
対
す
る
恨
み
辛

み
を
言
い
、
電
話
を
切
っ
た
そ
う
で
す
。

　
昨
年
も
ひ
ど
い
暴
力
が
あ
り
、
子
ど

も
を
連
れ
て
実
家
に
戻
り
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
連
れ
戻
さ
れ
、
そ
の
時
二
度
と
同

じ
こ
と
は
繰
り
返
さ
な
い
と
約
束
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
夫
は
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
変
わ
ろ
う
と
努
力
を
し
て
も

変
わ
れ
な
い
の
で
す
。
妻
で
あ
る
私
に

対
す
る
依
存
心
も
強
く
、
本
当
に
精
神

的
に
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
暴
力
に
関
す
る
本
を
読
み
、

た
く
さ
ん
の
情
報
を
得
た
つ
も
り
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
。
私
と
同
じ
経
験
を
さ
れ
た
方
、
体

験
談
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
匿
名
の
方
に
は
表
記
事
務
所
円
よ
り

返
血
お
送
り
下
さ
い
。
転
送
し
ま
す
。

■
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
Y
・
i
（
埼
玉
・
3
7
歳
）

　
離
婚
し
て
8
年
、
昨
年
か
ら
両
親
と

の
同
居
を
始
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
と
の
二
人
暮
ら
し
の
生
活
の

パ
タ
ー
ン
が
落
ち
着
い
て
き
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
の
で
、
結
構
母
と
衝
突
し
ま
し

た
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
役
に
な
っ
て
く
れ
た

父
の
お
陰
で
、
生
活
が
落
ち
着
い
て
き

た
の
も
束
の
間
、
父
が
脳
梗
塞
で
倒
れ

ま
し
た
。
入
院
し
て
2
か
月
が
経
ち
ま

す
が
、
右
半
身
に
麻
痺
が
残
り
言
葉
も

し
ゃ
べ
れ
ず
、
目
下
リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。

　
現
在
、
出
勤
前
と
帰
宅
後
の
2
回
、
病

院
通
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
私
も
母
も

疲
れ
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
甘

え
ん
坊
だ
と
思
っ
て
い
た
小
4
の
息
子

が
、
父
が
倒
れ
た
時
救
急
車
を
呼
び
、
会

社
に
連
絡
を
く
れ
、
救
急
隊
員
に
家
を

教
え
る
と
い
う
大
活
躍
を
し
て
く
れ
た

こ
と
は
、
嬉
し
い
驚
き
で
し
た
。
毎
日

欠
か
さ
ず
お
見
舞
い
に
も
行
っ
て
く
れ
、

父
も
そ
の
時
だ
け
は
嬉
し
そ
う
で
す
。

　
最
近
は
入
院
し
て
3
か
月
経
つ
と
転

院
や
退
院
を
強
制
さ
れ
、
ま
だ
点
滴
を

し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
が
症
状
が
安
定

し
た
の
で
自
宅
介
護
と
、
退
院
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
幸
い
父
は
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
病
院

へ
の
転
院
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
入
院

前
か
ら
、
長
く
て
も
3
か
月
で
退
院
し

て
く
れ
と
釘
を
刺
さ
れ
て
い
ま
す
。
後

数
か
月
の
リ
ハ
ビ
リ
で
父
が
一
体
ど
の

位
良
く
な
る
の
か
？
退
院
し
て
家
に
帰

っ
て
き
て
車
椅
子
が
使
え
る
の
か
？
ど

う
や
っ
て
介
護
す
る
の
か
？
転
院
先
を

探
す
の
か
？
3
か
月
毎
に
転
院
し
て
い

る
方
に
も
病
院
で
会
い
ま
し
た
。
考
え

始
め
る
と
不
安
が
後
か
ら
後
か
ら
湧
い

て
き
ま
す
。

　
今
ま
で
介
護
な
ん
て
先
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
起
こ
っ

て
み
る
と
、
福
祉
の
現
状
は
9
9
で
、
ま

だ
ま
だ
家
族
で
頑
張
る
し
か
な
い
ん
だ

な
あ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
目
宅
介
護
に
向
け
て
い

ろ
い
ろ
調
べ
よ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
す

が
、
母
も
6
6
歳
で
す
し
、
私
も
仕
事
を

辞
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う

ケ
ー
ス
で
、
何
か
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
等

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
立
ち
直
っ
た
方
、
お
便
り
下
さ
い

　
　
　
　
S
・
K
（
神
奈
川
・
？
歳
V

　
夫
の
不
倫
、
子
育
て
の
相
違
な
ど
で
、

夫
婦
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
夫

は
給
料
を
減
ら
し
、
ア
パ
ー
ト
ま
で
借

り
て
、
勝
手
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
自

尊
心
を
持
っ
て
離
婚
し
よ
う
と
思
っ
た

り
、
思
春
期
の
子
ど
も
が
い
て
経
済
力

★
円
の
講
演
の
お
知
ら
せ

9
月
1
2
日
（
土
）
午
後
6
時
～
9
時

大
阪
一
一
コ
ニ
コ
離
婚
講
座
、
ド
ー
ン
ゼ

ン
タ
ー
で
。
テ
ー
マ
は
「
ど
う
い
う
子

に
育
て
た
い
で
す
か
」
。
申
込
は
竹
川

法
律
事
務
所
含
0
6
1
3
9
3
1

1
3
3
1
へ
。

9
月
2
6
日
目
土
）
午
後
1
時
半
～
3
時
半

青
森
県
黒
石
公
民
館
で
。
テ
ー
マ
は

「
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
家
族
か

ら
の
自
立
」
。
問
合
せ
は
黒
石
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
8
0
1
7
2
1

5
2
－
2
1
1
1
内
線
6
2
4
ま
で
。

10
獅
P
1
日
（
日
）
午
後
1
時
～
4
時

東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
2
1
世
紀
を
楽
し
く
、
健
康
に

働
く
た
め
に
」
。
問
合
せ
は
「
性
と
健
康

を
考
え
る
女
牲
専
門
家
の
会
」
事
務
局

3
0
3
1
5
5
6
5
1
3
5
8
8
へ
。

10
獅
P
8
日
（
日
）
午
後
1
時
半
～
3
時

岩
手
県
水
沢
市
胆
江
地
区
勤
労
者
文
化

セ
ン
タ
ー
で
。
男
女
共
同
参
画
推
進
フ

ォ
ー
ラ
ム
基
調
講
演
。
問
合
せ
は
水
沢

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
魯

0
1
9
7
－
2
4
1
2
1
1
1
内
線

5
3
2
ま
で
。

10

獅
Q
4
日
（
土
）
高
松
市
女
性
セ
ン

タ
ー
で
。
こ
の
日
ハ
ン
ド
香
川
の
会
合

も
開
き
ま
す
。
詳
細
は
9
月
2
0
日
以
降

に
世
話
係
酒
井
さ
ん
へ
お
問
合
せ
を
。
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